


パ
ー
本

年

度

「
四
十
四
億
円
を
投
入

美
利
河
ダ
ム
は
、
後
志
利
別
川
に
建
設
中
の
建
設
省
直
轄

の
多
目
的
ダ
ム
で
、
後
志
利
別
川
総
合
開
発
計
画
の
一

環
を

な
す
も
の
で
す
。
工
事
は
六
十
五
年
度
完
成
を
目
百
し
て
本

格
的
に
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

• • 
町
で
は
五
月
十
六
日
入
札
を
終

え
、
か
ね
て
か
ら
町
民
的
方
々
の
強

い
袈
望
が
あ
っ
た
、

公
倒
的
要
ぷ
を

含
め
た
墓
地
造
成
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。問

代
共
同
墓
地
の
西

計
画
で
は
、

側
、
五
千
三
百
十
平
方
幻
の
敷
地
に

知

一
則
工
事
と
し
て
七
十
二
区
闘
を

造
成
す
る
。
総
工
事
政
は
二
千
四
百

'v本
年

度

の

工

の

概

要

槌
体
法
腿
掘
削
』
万
』
千
七
斤
-4

釘り一
U

コ
ン
ソ
リ
デ
l
y
ョ
ン
ク
ラ
ウ
テ
ン

グ
(
基
礎
均
一
化
の
た
め
の
峠
盤

改
良
)

千
百
幻

カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ

(法
悦
遮

水
の
た
め
の
法
山
県
改
良
)

七
千

九
円

μ

提
休
コ
ン
ク
リ
卜
打
設

六
万
三

千
立
方
H
M

ロ
y
ク
フ
ィ
ル
峨
立

ニ
ト
ム
万
八

千
立
方
幻

王
政
流
設
備
侃
付

一
式

利
水
肱
流
設
備
制
昌
作

M
H刊

一
式

仮
設
備
(
コ
ン
ク
リ
ト
述
搬
道
路
、

甲
山
設
備
、
工
J
V
川
道
路
)

て

A

65年度完成目ざすダム工事

竹
思
設
備

一
式

V
多
目
的
ダ
ム
の
効
果

ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
私
た
ち
の
生

前
に
次
の
よ
う
な
効
川
市
が
生
ま
れ
ま
す
。

①
洪
水
調
節

ダ
ム
地
山
の
計
四
日

水
口
品
下
立
トHυ
川
ノA
町
一
っ
ち
六
U
五

十
立
い
ね
幻
を
調
節
し
唱
利
別
川
沿

川
町
洪
水
被
害
の
低
減
を
図
る
。

②
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

利

別
川
治
川
町
既
得
用
水
町
補
給
等
、

流
木
の
正
出
な
機
能
の
紺
持
と
地

進
が
図
ら
れ
ま
す
。

③
か
ん
が
い
用
水

利
別
川
沿
川
町

民
地
に
対
し
て
探
水
か
ん
が
い
、

畑
地
か
ん
が
い
を
行
う
た
め
町
民

業
用
水
を
確
保
す
る
。

④
発
電
夫
利
河
ダ
ム
の
処
設
に

〕

作
っ
て
新
設
さ
れ
る
ピ
リ
カ
発
泡

け

所
に
お
い
て
政
大
出
力
問
千
J

ワ

y
ト
的
発
屯
が
行
わ
れ
ま
す
。

wv
ダ
ム
周
辺
観
光
開
発

周
辺
観
光
施
設
与
の
技
備
計
一内
楽

と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
.

湧
出
し
た
温
山
本
を
利
用
し
た
宿
泊
川

施
設
、
淡
水
利
…
の
倍
加
、
ス
キ

場
処
設
、
川
町
外
川
物
館
各
M
m
7

ラ
ン
ド
一
キ

ャ
ン
プ
場
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス

レ
チ
y

ク
、
ポ
ー
ト
低
水

り
場
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

l
ス
等
@

以
上
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
前
に

潤
い
と
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る

ダ
ム
の

4
成
が
則
侍
さ
れ
ま
す
.

後志君j別川流域格は、地味肥沢と気

候温願の定め、 明治末期から昭和の初期

にかけて開拓農民ガ続々と入殖し、趨耕

地として発展してきまし定。当時は治水

事業としては見るべきものはなく、昭和

初期に相次ぐ大洪水に見舞われ定結果、

昭和9年lこ第一期工事として築堤や水路

開削に着手した。

その後、一級河川に指定され定のを契

機に治水計画の再検討を行ない、 住吉ガ

ら上流の河道の流下能力不足、下流の築

1里の道路によるヨ|控室等の困難さから、上

流の美利河飽点にダムを設けて洪水を防

除する治水計画を昭和44年に決定し、疋

だちにダムの調査に着手しました。

一方、当地獄は、農業用水ガ高度に開

発され溜涜枯渇の状態である定め深水か

んガい、畑地かんガい等の農業近代化の

定めの水源はダムにより確保する必要ガ

あります。 ぎた近年石油エネルギ危機

により、水力エネルギーの開発促進ガ重

要視され、後志利目リ川水系には発電所ガ

ーケ所もなく発電の自的を育するダムの

建設も強〈望まれています。

このよう怠状況の申で美和j河ダムは、

後志利53U川の美利河地先に多目的ダムと

して建設するもので、国営直暗による後

志利回j川総合開発の一環をなすものです。

‘美利河ダムのおいたち。
九
十
万
円
、
お
盆
ま
で
に
間
に
合
う

よ
う
七
月
末
に
は
完
成
の
，
寸
定
で
す
。

V
主
な
工
事
内
容

五
閣
の
環
境
美
化
に
メ
イ
ン
通
路

町
制
装
。
H

帥
附
州
、
花
川
を
配
し
、

モ
ニ
ュ

l
メ
ン

l

(訂正
念
川
崎
)
や
木

く
み
場
を
造
る
。

V
区
画
及
び
永
代
使
用
料

十
六
区
画

六
平
方

μ

一
区
画
六

• • 
万
円

L
Z
-
1
4
1
 

1
l
j
L
 
四
十
八
区
画

区
画

も
の
と
し
て
い
ま
す
J

V
申
込
み
受
付

六
月
下
旬
刷
、

あ
ら
た
め
て

川
以

町
方
々
に
聞
知
す
る
干
定
で
す
。

-v
第
三
期
工
事

第

一
則
泣
成
必
地
的
以
光
状
況
を

4

胤
し
て
、
昭
如
刊
六
十
四
年
度
以
降
に

造
成
す
る
予
定
で
す
。

測量、地ならし中の工事現場

63年度造成地

図面

司

l吋
/

}叫一

平

64年度以降造成地

L
r
7
H吋

j

J
L
 

十
二
平
方
幻

八
区
画

一
区
凶
十

)i 
1'1 

(
こ
の
側
怖
は
、
向
彼
分
市川
す
る
土

地
の
造
成
官
等
の
総
工
事
伐
の
二
十

五
%
利
広
と
し
て
決
め
ら
れ
、
点
代

位
用
料
及
び
永
代
紺
持
料
も
含
ん
だ

E二二二コ事コ

画
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新
し
い
今
金
町
収
入
役

吉

田

英

五
月
十
日
付
で
次
の
と
お
り
異
動

と
な
り
ま
し
た
。

V
総
務
課

課
長
補
佐
(
同
謀
総

務
係
長
)

総
務
係
長

(民
業
委

民
会
農
地
係
長
)

輪
以
厚
生
係
長
栄
恰

財
係

(町
民
一
制
祉
剤
師

年
金
係
長
)

品百
木

弘
幸

品官
~n 

11召
範

吉
村

教
lE 

V
企
画
調
整
額

企
囲
網
務
課
長
補
佐

出刑務

(
商
工
観
光
株

長
制
佐
)

多骨
木

前
任
者
、
飯
田
き
ソ
ん
が
任
期
制
了

に
よ
っ
て
退
任
し
た
こ
と
か
ら
五
月

六
目
的
臨
時
議
会
に
お
い
て
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
.
就
任
に
あ
た
り

寸
役
場
内
台
所
を
預
る
大
任
を
任
せ

ら
れ
、
限
ら
れ
た
町
財
政
的
中
で
の

有
効
な
財
政
管
理
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
@
前
収
入
役
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

広
報
広
聴
係
長
(
町

民
福
祉
課
衛
生
係

長
)

八
霊
樫
旨
雄

俊
さ
ん

(
日
)

-v
税
務
課

課
長

(総
務
謀
長
補

佐
)

住
民
税
係
長

(
同
諜

資
産
税
係
長
)

資
産
税
係
長

(同
部

徴
収
係
長
)

徴
収
係
長

(給
食
セ

ン
タ
総
務
係
長

兼
業
務
係
長
)

111 

*，c 
.Jq¥ 

十
分
に
生
か
し
、
各
部
と
の
内
部

連
絡
を
誌
に
全
力
を
注
き
た
い
U

と
抱
負
を
誇
る
。

昭
和
二
八
年
、
今
金
町
役
場
入

り
、
総
務
企
画
、
商
工
観
光
、
股

林
、
耕
地
課
長
な
ど
を
歴
任
し
て

現
収
へ
。
趣
味
は
点
球
、
野
球
、

ソ
フ
ト
ポ
ル
。

弘司
道制:長整
係係 ) 課

広
水報
道広
言* ~臨
水係

111 
司乙

亨E
明

河

里T

tat 

M
制
勾

-v
農
林
課

課
長

(税
務
課
長
)

課
長
補
佐
兼
務
(
同

課
内
肱
林
振
興
係
長
)

自立
ill 

キ目
原

1昔、
夫

制
l王l

相
夫，J' 

-v
耕
地
開
発
銀

課
長
兼
土
地
改
良
係

長

(
同
謀
諜
長
補
佐

兼
土
地
改
良
係
長
)

担世
ill 

村i
I.B 

-v
水
道
標

水
道
係

(総
務
謀
総

務
係
)

湯
元
奈
保
美

E
 ・
4
，

-v
町
民
福
祉
課

年
金
係
長

(税
務
梨

住
民
税
係
長
)

術
生
係
長

(企
画
制

士見
;j主

圏
直
固
圃
園
圃
圃
圃
圃
圏

直
固
困
固
圏
固
因
圃
圏
直

奉
仕
活
動
が
評
価
さ
れ
て

一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

(全
道
A
、
目
、

C
プ
ロ

Y
7
)
の
C

地
区
大
会
が
五
月
一
一
十
二
日
小
樽
市

で
開
催
さ
れ
、
こ
の
席
上
で
今
金
町

背
年
団
体
述
絡
協
議
会

(今
官
協
)

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
背
協
は
、
十
凶
年
川
町
長
き
に

わ
た
り
股
業
従
事
者
で
あ
る
会
日

二
十
名
余
り
が
、
毎
年
四
月
に
な
る

と
光
町
里
学
園
、
農
業
実
習
地
に
訪

れ

而

和

三
お
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ラ

ク
タ
ー
を
持
ち
寄

っ
て
緋
う
ん
。
こ

河

立出

義
之

村
」ニ• • 

れ
は
自
家
作
業
を
耕
え
て
か
ら
作
業

灯
を
点
灯
し
て
の
奉
仕
作
業
で
し
た
。

こ
う
し
た
下
向
き
な
若
者
向
奉
仕

活
動
が
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

自
に
と
ま
り
全
道
へ
推
選
さ
れ
ま
し

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

年
金
道
各
地
に
お
け
る
出
来
ご
と
、

地
域
奉
仕
活
動
を
続
け
て

い
る
も
の

の
中
か
ら
、

特
に
印
象
深
い
も
の
を

表
彰
し
て
い
る
。

A
Y
背
協
の
活
動
は
、
強
い
印
象
、

感
激
を
あ
た
え
て
の
受
口
と
な
り
ま

一

し
た
。
活
動
内
容
も
広
範
囲
で
、
「
地

域
に
棋
ざ
し
た
活
動
」
を
タ
イ
ト
ル

に
‘
楽
し
み
な
が
ら
党
え
る
活
動
と

し
て
い
る
。
産
業
ま
つ
り
へ
の
参
加
、

婦
人
団
体
と
の
合
同
文
化
祭
へ
の
参

加
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
ゲ

l
ト
ポ
ー

ル
大
会
の
参
加
や
小
中
高
生
と
の
キ

ャ
ン
プ
、

他
町
村
と
の
交
流
、
ク
y

キ
ン
グ
サ
タ
ル
の
催
し
を
す
る
な

ど
、
そ
の
活
動
は
多
彩
で
あ
り
ま

す
。
「
今
回
、
長
年

の
自
分
た
ち
の

活
動
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り

知
っ
て
下
さ
い
極
左
の
実
態

お
寄
せ
下
さ
い
極
左
の
情
報

ま
す
ま
す
爆
弾
志
向
を
強
め
る
極
左
暴
力
集
団
|

-
極
左
暴
力
集
団
は
、
成
田
空
港
や
関
西
国
際
空
港
の
建
設
反
対
闘
争
等

を
め
ぐ
っ
て
、
爆
弾
な
ど
を
使
つ
疋
テ
口
、
ゲ
リ
ラ
事
件
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
三
七
件
の
う
ち
二
件
ガ
爆
弾
を
使
つ
疋
も

の
で
し
だ
。

-
警
察
で
は
、
皆
僚
の
平
曙
芯
く
ら
し
を
守
る
だ
め
に
、
ゲ
リ
ラ
事
件
の

犯
人
や
そ
の
戸
ジ
ト
、
爆
弾
工
場
等
の
発
見
、
検
挙
巳
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

-
極
在
暴
力
集
団
の
根
絶
巳
は
皆
慌
の
強
い
H

関
山
U
H

ガ
必
要
で
す
。

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
北

桧

山
省

察

署

V
農
業
委
員
会

民
地
係
長
(
総
務
謀

職
只
厚
生
係
長
兼

管
財
係
)

藤
田ミ

型、

茂

'v
教
育
委
員
会

総
務
係
長

(総
務
係

長
兼
学
校
教
育
係

長
)

学
校
教
育
係
長

(
総

務
係
主
査
)

給
食
セ
ン
タ
ー
総
務

係
長
兼
紫
務
係
長
(
町

民
相
祉
謀
稲
祉
係
主

査
)

五l!
y~ 

世て
谷

ぅ;
博

白
田
凹
代
子

茂

J
l
 

+
l
 

-1
1
 

(e • 
大
変
感
激
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
内
役
に
立
つ
活
動
を
会
只

一
丸

と
な
っ
て
続
け
て
行
き
た
い
口
と
伊

藤
梢
徳
事
務
局
長
は
話
し
て
お
り
ま

し
た
.

ノリレさん'λ
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一二
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/
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一表
一

一庭
一

一家
一

一子
一
一塁
一良
一

一疋軍
一j
 

一道
一

中島

を対象として

に実施します。

剥査買が、日抱一r.5を訪問しますのてd御協力ください。

商業統計調査

E司自E張。附諸島週・園田吉司E憲 章邑重覇防R司

6F.11s  

道
的
普
行
表
彰
と
し
て
‘

〕4
 
〔

、白11画調整課調査係まで | 

「母
の
日
」
に
ち
な
ん
で
母
子
家
!jf 
年

庭
的
模
範
と
な
る
お
母
さ
ん
を
表

彰
し
て
お
り
、
今
年
は
全
道

で

+

四
人
に
貨
が
贈
ら
れ
、
本
町
か
ら

中
島
ハ
ル
さ
ん

(盟
舟
園
勤
務
臼

歳
)
が
選
ば
れ
、

五
月
七
日
北
海

中
島
さ
ん
は
、

道
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

夫
が
十
七
年
前

に
病
死
、
そ
の
時
、
長
男
が
六
歳
、

二
男
が
三
歳
の
と
き
で
し
た
。
そ

の
後
四
年
間
は
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
で

働
き
、
五
十
年
に

「位
舟
凶
」
が

出
来
る
と
聞
い
て
夜
は
寮
母
の
通

信
教
育
に
深
夜
ま
で
勉
強
し
た
。

生
活
と
の
戦
い
の
中
で
、

五
十
九

年
に
は
労
務
管
理
士
的
資
格
を
と

り
、
今
度
は
、
介
鎚
一
悩
祉
士
的
資

格
に
も
挑
ん
で
い
る
鰐
力
家
で
す
。

長
到
は
大
学
四
年
、
二
男
は
大
学

二
年
。
「
子
供
た
ち
が
就
職
を
し
、

お
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
ま
で
働
き
統

極
り
返

っ
て
お
り
ま
し
た
。

け
た
い
」
と
長
い
苦
労
の
あ
と
を

〕5
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ーツ少年団結図式

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
結
図
式
が
五
月
十
四
日
、

十
四
時
か
ら
役
場
前
広
場
で
附
天
的
中、

行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
向
少
年
団
は
十
三
団
体
会
口
数
士
一
四

O
人
で
、
こ
の
う
ち
十
二
団
体

一
六
O
人
が
参
加
し
、

今
ン

l
ズ
ン
の
活
路
を
哲

い
合
い
ま
し
た
。

内
ヶ
山
本
部
長
か
ら
寸
ス
ポ

l
ソ
を
通
し
て
心
と

体
を
踏
き
立
派
な
成
紋
を
残
し
て
下
さ
い
J

と
激
励

が
あ
り
、
引
続
き
、
町
長
体
協
会
長
か
ら
も
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
各
々
あ
り
ま
し
た
。

式
後
、
交
通
安
全
祈
願
を
か
ね
て
市
内
パ
レ
ー
ド
、

そ
の
あ
と
体
力
テ
ス
ト
を
受
け
て
十
七
時
、
解
散
し

ま
し
た
。
頑
張
れ
ス
ポ

l
y
少
年
団
員
/

ま
し
た
。

町
内
一
六

O
人
の
お
年
寄
り
が
出

席
、
全
只
で
記
念
搬
影
し
た
あ
と
、

生
亀
会
長
か
ら

「
今
年
は
婦
人
会
結

成
四
十
周
年
に
当
る
記
念
す
べ
き
年
。

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
長
生
き

し
て
下
さ
い
。
今
日
は
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
い
ろ
い
ろ
工

夫
を
い
た
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
ゆ

っ
く
り
楽
し
ん
で
下
さ
い
日
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
を
始
的
来
賓
各
位
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

長
寿
を
祝
っ
た
。

こ
の
催
し
に
加
藤
老
人

7
ラ
ブ
会

長
か
ら
「
毎
年
ご
招
待
に
あ
ず
か
り

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
長
さ
ん
を
始
め
た
く
さ
ん

の
励
ま
し
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

一

緒
に
ご
招
待
を
受
け
て
亡
く
な
っ
た

方
も
お
り
ま
す
が
、
幸
い
本
日
出
席

し
た
入
、
全
員
元
気
で
あ
り
ま
す
、

短
か
い
余
生
を

一
日
も
長
く
生
き
る

こ
と
を
お
哲
い
申
し
上
げ
て
お
札
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
己
と
の
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
祝
日
首
に
入
り
、
婦
人
会

心
づ
く
し
の
料
理
と
飲
み
物
を
満
喫

し
な
が
ら
余
興
に
入
り
、
今
金
保
育

所
園
児
の
か
わ
い
い
遊
戯
、
民
綿
ク

ラ
ブ
に
よ
る
唄
の
数
々
、
ま
た
婦
人

会
が
華
道
吟
に
合
わ
せ
、
優
雅
な
た

た
ず
ま
い
で
生
け
花
等
を
披
露
さ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
、
熱
い
拍
手
を
惜
し

み
な
く
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

1
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今金保育所園児のお遊戯

軽
油
引
取
税
の
お
知
ら
せ

最
近
、
人
気
を
集
め
て
い
る
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
(
乗
用
車
、

f
ラ
ソ
ク
、

パ
ス
な
ど
)
の
燃
料
で
あ
る
軽
油
円

引
取
り
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の

で
、
道
路
内
新
設
、
補
修
な
ど
に
関

す
る
山
口
用
に
充
て
ら
れ
る
目
的
税
で

す。(
納
め
る
人
)

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
で
軽
油

を
購
入
し
た
人
で
す
。

(
納
め
る
額
)

一
キ
ロ
リ
y
ト
ル
に
つ
き
二
万
四

千
三
百
円
で
す
。

(
申
告
と
納
税
)

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
経
営

者
が
軽
油
を
販
売
す
る
際
に
代
金
と

• 

気
合
い
鋭
く
ノ
・
少
年
剣
士
熱
戦

第
十
二
回

日本スポーツ少年団団員綱領在宣奮する各代表

桧
山
少
年
剣
道
大
会

熱戦中の少年剣士

五
月
十
五
日
総
合
体
育
館
に
お
い

て
桧
山
管
内
町
少
年
剣
士
二
十
五
チ

ー
ム

一
四
O
名
が
出
場
し
、
桧
山

一
を

競
い
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

【
団
体
】

小
学
校
の
部
優
勝

中
学
校
の
部
優
勝
三
位

一
緒
に
税
金
を
受
け
取
り
、
道
に
申

告
し
て
納
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
ほ
か
、
軽
油
に
他
の
油
を
混

ぜ
て
自
動
車
内
燃
料
と
し
て
使
用
し

た
と
き
も
軽
油
引
取
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
と
納
税
を
し
て

く
だ
さ
い
。

(

免

税

)

船
舶
や
農
林
業
用
機
械
の
動
力
源

な
ど
法
令
に
定
め
ら
れ
た
特
定
的
用

途
に
使
わ
れ
る
軽
油
は
、

申
簡
に
よ

り
免
税
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
桧
山
支
庁
税
務
課
間

税
係
に
お
尋
ね
く
だ
也
、
ぃ
。

電
話
O
一
=
一九
五

二

一
O
一
O

耐

子初の日

§意思念議
=自衛官募集中=

今
金
剣
迎
A

今
金
剣
述
A

今
金
剣
連
日

{
個
人
}

小
学
校
男
子
の
部

優

勝

八

重

樫

仁

二

位

荒

井

鉄

御

中
学
校
男
子
の
部

優

勝

商

品

二

位

花

井

士
一位

兼

平

日月巳俊
入信裕

O資格は

・18歳以上25歳未満の男子

O受付期問。

・常時受付けております

くわしいことは自衛隊函館

地方連絡部

(函館市広野町6-25 

fi53-6241-2 ) 

北方の領土かえ~a
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必
鮪
市
内
で
す
し
腐
を
悩
む
、
安

述
訴
さ
ん
(
岨
)
が
四
月
二
十
三

日
花
石
小
学
校
を
訪
れ
た
。
早
朝
か

ら
す
し
づ
く
り
、
昼
休
み
に
す
し
パ

ー
テ
ィ
ー
特
別
料
理
に
子
供
た
ち

は
大
時
び
を
し
ま
し
た
。

安
述
さ
ん
は
、
二
十
九
年
に
花
石

中
学
校
を
卒
業
し
、
す
し
庖
経
営
を

め
ざ
し
て
函
館
で
修
業
。
四
十
八
年

に
独
立
し
、
函
館
市
美
原
町
に
自
分

の
庖
を
持
ち
ま
し
た
。

「
当
時
、
百
八
十
人
も
い
た
小
中

学
校
の
生
徒
が
今
で
は
八
名
、
大
変

寂
し
い
で
す
己
と
安
達
さ
ん
。
郷
土

愛
に
燃
え
、
赦
郷
に
何
か
を
と
思
い

立
ち
‘
母
校
に
「
す
し
の
出
前
」
を

始
的
、
思
い
や
る
心
を
+
=
一
年
間
に

わ
た
り
届
け
続
け
て
い
る
。
こ
ん
な

一一一一

• • 

新
緑
の
日
進
牧
場
に

預
託
牛
つ
ぎ
つ
ぎ
と

州民
繁
期
を
前
に
、
五
月
十
八
日
新

緑
あ
ふ
れ
る
広
い
日
進
高
原
模
範
牧

場
に
各
良
家
か
ら
ヰ
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

ト
ラ

Y
7
で
述
び
こ
ま
れ
.
交
付
後
、

番
号
札
を
つ
け
ら
れ
た
り
、
健
康
チ

エ
ソ
ク
、
牛
体
消
毒
、
肺
虫
、
ビ
タ

ミ
ン
剤
の
投
与
、
妊
娠
鑑
定
喝
を
受

け
牧
場
に
放
さ
れ
た
が
、

牛
た
ち
は

広
々
と
し
た
牧
場
を
元
気
い

っ
ぱ
い

走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
預
託
料
は
一
目
、
十
四
ヶ
月

未
満
二
百
七
十
円

十
四
ヶ
月
以
上

三
百
三
十
問
、
十

月
中
頃
ま
で
飢
託

さ
れ
る
。
こ
の
日

受
付
さ
れ
た
牛
は

二
百
七
十
六
顕
で

し
た
。

話
し
を
聞
き
つ
け
た
市
内
の
お
客
さ

ん
の
一
人
も
「
ジ
ュ
ス
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
安
達
さ
ん
の
普
立
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
普
立
を
娘
符
花
石
小
学
校
長

は
「
十
三
年
間、

一
年
も
休
ま
ず
続

け
て
く
れ
て
い
る
、
本
当
に
感
謝
に

た
え
な
い
。
子
供
た
ち
が
元
気
で
良

い
子
に
立
派
に
そ
だ
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
、
安
逮
さ
ん
に
対
す
る
恩
返
し

と
思
い
ま
す
口
と
お
礼
を
述
べ
て
お

り
ま
し
た
。

安
達
さ
ん
は
「
ま
た
来
年
も
子
供

た
ち
の
元
気
主
飢
を
見
に
来
ま
す
己

と
約
束
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

j
j
J
j
j
}
)
)
)
)
j
i
j
 

コ
ロ
ン
ビ
ア
専
属
歌
手

豊
寿
圏
、

ぃ

江
川
さ
ん
(
福
島
県
出
身
)
が
、

お

凶
月
二
日
並
寿
園
、
四
月
二
十
一
日

光
の
盟
学
悶
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
般

ね
て
慰
問
裂
し
い
会
話
を
交
、
え
な

が
ら
六
曲
余
り
を
披
露
し
て
、
園
生

た
ち
か
ら
熱
い
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

六
月
中
旬
に
は
、
出
協
主
仰
の
似

江
川
三
郎
さ
ん

光
の
里
学
園
を
慰
問

し
に
も
来
町
の
予
定
、
こ
の
時
に
は
、

光
の
星
学
園
生
や
笠
舟
図
的
人
達
を

招
き
た
い
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
、
江
川
さ
ん
は
五
十
七
年
か

ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
専
属
歌
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

• • 
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男女雇用機会均等月間

自
然
に
親
し
ん
で

下
さ
い
と
本
の
寄
贈

ん

五
月
十
四
、
石
垣
充
一
さ
ん
(
今
金

村

N
T
T
勤
務
)
か
ら
各
小
牢
校
及
び

江

中
学
校
へ
北
海
道
植
物
教
材
図
鑑
、

村

野
の
花
紙
野
町
花
各
十
冊
の
本
の

唱

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

ー

こ
れ
は
石
垣
さ
ん
が
自
然
的
純
物

に
対
し
て
大
変
興
味
を
お
持
ち
で
、

そ
の
良
さ
を
今
金
町
子
供
述
に
も
分

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
願
い
を
込
め
て

送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

徹底した奉仕活動の続行を奮う

総会が、 4月28日町民センターにおいて団長40名

が出席して行なわれ、刷会にあたり、奉仕団員の信

条 「すべての人々の幸せを臨lい、陰の力となって人

に奉仕する」をi唱和し、会設を開催。昨年度の事業

経過報告、決算を承認し、新年皮肉事業計画、干)<l

3長等について審議した。

昨年皮肉事業内容を見ると、 67固に及ぶ奉仕活動、

独居老人、稲祉施設への愛の訪問を始め、出齢者ス

ポーツ大会手伝い、光の星学園運動会手伝い、駅前

広場や忠魂帥境内的消十五?など町幅広い活動をしてい

る。

松儲恭子委只長1;1r37年に組織を結成し今年で26

年になる.会の年齢構成もFZ齢化になりつつあるが、
各団只皆さんの特段の協力をいただきながらより良

い奉仕活動を続けたい。また、若い人向入団を希望

しているωと話しておりました。

日本赤十字奉仕団総会

山
を
緑
に
と
緑
化
運
動

青
森

E
X
P
o
m
へ

青
森
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
庁

五
月
」
E

八
日
今
金

内
刷
協
デ
パ
ー
ト
仰
に

お
い
て
、
町
長
、
営

林
署
長
を
始
的
関
係

者
に
よ
る
凶
土
緑
化
、

似
の
羽
制
募
金
辺
助

が
展
開
さ
れ
ま
し
f

、

集
っ
た
人
に
は
、
苗

木
入
り
袋

(
オ
ン
コ

苗
木

一
本
、
亦
エ
ゾ
"

松
郎
木
二
本
入
り
)

が
三
百
側
、
加
料
で

配
ら
れ
ま
し
た
。

七
月
九
日
か
ら
九
月
十
八
日
ま
で
間
協
さ
れ
る
背
函
ト

ン
ネ
ル
川
泊
記
念
博
覧
会
的

P
R
の
た
め
、

二
人
的
ミ
ス

支
持
外
三
名
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
一

隊
一
行
が
来
庁
、
「
世
界
最
長
一

の
背
図
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て、

昨
品
川
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
雌
り

沢
山
の
昨
日
議
へ
是
非
お
い
出

下
さ
い
日
と
表
敬
訪
問
に
来

ら
れ
ま
し
た
。

出
前
売
券
版
先
則
川
が
延
長

に
な
り
ま
し
た
。
取
扱
則
山
聞

は
、
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

〕日〔
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倒団体代人世者 氏氏名名 {王 日T 官:c 言毛 内 谷 金 物品・労力 受 Ir~ 人

天 ~~l 安全 二r 北桧山町 施設のために %￥100，000阿 且jlll 'J;{ 間

1/ 1/ 1/ %下245，112同 1/ 

.f'A: JlI i';-位5t1主t三 1lJIH1 B別 平E 111 1/ 畑耕起作業奉仕 211寺問l 1/ 団長

~ζ ~ 西 好 子 6)- 金 1/ タオノレ 50f:文 1/ 

ι ， 
f会b長1.c 日! 吉吋{3IE d占" 1/ 1/ ジュース1.5リ y トノレ、12本 1/ 一一歩主

大 合 啓太郎 1/ 1/ ￥ 5，000円 光 グヲ 皐

1/ 1/ 1/ ￥ 5，000円 小百合保育園

天 ir:l:j 芳 弓三 ヰヒ4全仏IIIIT 社会制祉のために ￥ 50，口00円 十上 協

金原全i肱自長民小ネ田ギ純向子型ト守 金 Jj; 1/ ￥ 26，540円 1/ 

( "Jt.税、"'~) 63.4.10-63.5.9 

ご寄付ありがとうございます

-~..，.，~ヨ伝通[J~自国• 

• 

• 
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項 目 出ていただ〈方
実施

時 問 対象地区 実施会場 備 考する日

乳児相談 生後
① 2日(村 13:00- 全地区 町民センター 保健指碍
(雛まLJ主講座) 6、9ヶ月児

6日()f) 老人間祉センター

13日IJjl 町民センター
② 一般相談 全 I.i' 上t 全地区

20日開) 15:00 t人福祉センタ

27 ~ (ff) 町民センタ ー

9 :30-11:30 
7日ω

立 I~I" f~j ~I: tl~ に 13:00-15:00 尿検査、 Jfll液検査、 UlJ診.
③ くi;.l"-;住者検;ま 全地区 今金 保健所

基づく対立t者 9 :00-Jl:30 身ji';WI，，，
8 IJ付4

13:00-15:00 

今金幼株匝1
13 FI IfII 衛生教育、検診、染めだし、

受イl 一 般幼児
1蔵~ プラ yンング指導、 7.，ソ

@ 歯科検診 8 :30- 今金保育所
就.''j:iiij幼児 14日(刈 9・10 並布、保位指導サホライ

12: 50-
小百合保育園

ド(虫簡単行止め)
1 58附 13: 10 各苧師保育所

受付
Ti児講 Ij!. 3 ケ 月 児 身体計洲、保健指導

9 :30-10:00 
⑤ 16 ~附 金地区 H町民セムノター

4、7、l口、 身体計測、保健指導 医師
乳児他診 12:30-13:00 

12ヶ月児 診察、歯科指導、神経芋

妊婦相談 受付
検尿、 Jf]L液検査、 干J去、

妊 Il'rti 
⑥ 21 H(刈 全地区 UIT !(センター 体重測定、診察、{!tf他指
(母親学級) の }j 12:45-13:15 

持、歯科指碍

1!1.~医地区 受付 .f1fi. I11 
⑦ 位川円稲担! 21日伏j 州川生活飢 内科診w
巡回診療 14:30-15:00 右前 組ー

2ヶ月と 受付
③ 股 1且位診 2HI()11 "It !也区 十金保随所 コ関節X料i写其

25日以上向乳児 13:00-14:00 
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子
ど
も
の
む
し
歯

は
親
の
責
任

寸
創
的
衛
生
迎
間
」
が
毎
年
六
月

四
日
か
ら

一
週
間
全
国
的
に
尖
地
さ

れ
ま
す
.

こ
の
辺
助
は
、
附
利
三
年

に

「
む
し
幽
予
防
デ

l
し
と
し
て
、

国
民
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

7
た
め

に
尖
施
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
川
叫
布

そ
れ
を
制
大
し
「前
向
術
生
迎
川
」
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
残
念
な
こ
と

に
山
科
的
二
大
抜
出
で
あ
る
む
し
附

と
州
そ
ヲ
の
ヲ
ろ
っ
は
、
年
々
附
加

し
て
い
ま
す
.
特
に
成
長
発
行
期
に

あ
る
幼
児
・
児
宜
的
む
し
仰
は

M
M片

山
酬
と
ま
で
い
わ
れ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
む
し
向
の
干
防
」
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
の
人
が
聞
い
た
り
、
ま
た
、

そ
同
心
法
を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も

そ
れ
が
私
た
ち
向

日
品
生
前
向
中
に

徹
底
し
て
い
辛
い
の
が
実
情
で
す
。

む
し
仙
干
肋
の
た
め
、
食
べ
た

」り耐

を
み
が
く

7
セ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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あ
な
た
も
「
緑
の
オ
ー
ナ
ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

今
金
営
林
箸
で
は
国
有
林
分
収
背
林
の
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す

こ
の
閤
有
林
同
紙
の

オ

ナ

制

度
は
、
参
加
さ
れ
る
み
主
さ
ん
と
凶

有
林
町
川
で
生
育
途
中
に
あ
る
ト

ド
マ
ツ
の
人
工
林
が
伐
保
さ
れ
る
ま

で
の
問
、
共
同
で
打
て
る
契
約
を
結

び
、
期
間
が
満
了
す
る
と
立
木
を
販

売
し
た
収
益
を
分
配
す
る
と
い
う
も

の
で
、
盟
か
な
森
林
づ
く
り
を
目
的

E③5011 

告④5321

宮②0221

6月の休日当番匡

ドえ(ヰヒキ金山)

北桧山町国保病院(北桧山)

金)今金町国保病院(今

院(i帯l

手同平5日

12日

19日

宮⑦3021棚)ヲ両山51摘26日

と
し
て
い
ま
す
。

今
図
的
公
募
内
符
は
次
の
と
お
り

と
な

っ
て
い
ま
す
.

場
所
今
金
本
業
区

今
金
町
字
花
石
三

O
一
に
林

小
斑

樹

純

ト

ド

7

y
(
樹
齢
三
十
五
年
)

口
数

十
三
口

(
一
口
五
十
万
円
)

契
約
期
間

三
十

一
年

申
込

期

間

五

月
二
十
五

H
l

七
月
4
五
日

咋
し
く
は
今
金
日
林
百
朋
務
係
ま
て

宮
ニ

O
一
二
凶

緑豊かなトドマツの森

~令。*'住民の動態今や令
末 現 在

開'J月NJt
8，195人 (+46 ) 

3，976人 (+20 ) 

4，219人 (+26 ) 

2，511世:';;¥;(+ 12 ) 

)'J 4 

人口

9~ 

-1;.. 

世干w数
C 

=広級= 心

トヒq~ンク又 J三グう:h叫苛え=ど.f?主ク;
.‘「一t、E、γ町.勺:""":.-

~，~.:~..: 
・， .ロ・ウ‘・・ : 

べ iJaが
ま 、JTIiIl
L 111 ) あ月 ~t;， ， 
た民げ ニ ，
との句寸 そ、
こ )jれ自 宅旨

~-"'7 司 ろ々、 、示 ;

' ‘か今午 ;~
l 米 句 H後 ‘主 ;

11:疑は 二 l
e によたも誕 たが五反 ~!f' IIIT 1出作iJ1I寺 主、
;丈う 。ゆ生四も花 g ifJきでがの 1-- ;; 
t夫にブJiるで人的火 ) 、ん 花持花五 そ》
に花 tfみ、 gでをの力t--h1た火分 ~、 !
育を、 つおに L打誕泊 三 をれだ頃 主 ;
2愛おぱ父待たあ生 ( 立絞まろ T 
l し父なさ望 。げに こ の'日しう突 U
:[ てきしんの て友下父すたと蛇 た 1
f手元んでの見 〈人六 ) る 。各花 1 

， '討 の し主IIVG れ i圭丙町出訓峨火 J 

緑町

南町

東町

末広町

大和町

:i.I~ !il 

2 -1;..') 

長男)

長持)

長男)

長引)

長男)

(j昌男、

(浩司さん

(郷雄さん

(苧さん

( hJi百]さん

(幸司さん

~おたんじようおめでとう
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ん

λ
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λ

ん

λ

宅
ぜ
占
、
J
a

、
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均五
百
柑
祐

川
航

叫力

s鋭
ご一五日

叫迩
山駿

N

宏
川省

木

国

々

水

野

崎

国

津

佐

松

泊

岩

藤

固いつまでもおしあわせに

%長谷川光弘な(~':î 主主 IIr[) =須藤 美紀江(111 代)

%北村勝範な(南 IIIT ) =佐藤i~t哉子江(八愉町 )

%早川史雄な(l削1 i必)=大磯英f[::<ん(出耐ir!il 

伊藤末松江

i立，呈 勇劃ド~

嫌凹普右衛門さん

mn担t ハノレさん
阿部忍 自1¥さん

fl:. -ti 

日ノ出聞I

南栄町

金原昭和

栄 IIIT

92最

52歳

71点K

62品k

78歳

圃おくやみもうしあげます

4 )J20日

4 )-J27日

4 JJ30日

5 n 5 EI 
5rIl6日

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

f
冶
②

ot--番

野
生
大
麻
の

撲

滅

に

御
協
力
を
ノ
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大
麻
は
慨
に
し
て
、
吸
引
す
る
と

知
覚
、
感
党
町
山
肺
叫
‘
さ
句
に
は
幻

覚
を
も
た
ち
し
、
村
神
山
持
品
を
き
た

す
危
険
な
刷
物
で
す
。

特
に
古
少
年
は
料
神
的
に
不
安
定

で
あ
り
大
麻
を
吸
引
す
る
こ
と
は

成
人
以
上
に
危
険
立
こ
と
で
す
。

大
麻
の
不
正
所
持
は
依
蹴
後
を
断

た

ず

昨

年

辺
内
に
お
け
る
検
挙
者

は
刊
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
大
麻
は
健
康
を
l
u
す
る
危
険
な
植

物
し
と
い
う
こ
と
を
み
ん
な
が
叫
認

地

L
.
技
減
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

大
麻
か
主
?
と
思

っ
た
ら
保
他
所

ま
で
御

一
報
く
だ
さ
い
。

今
金
保
他
所
か
ら

(2

0

2

5
1
)
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集
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企
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広
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広
藤
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